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はじめに1 .
　今回の中国非開削技術専業委員会年次報告書は
中国非開削協会CSTTの副委員長，顔　純文（Yan  
Chuwen）　教授より受領した 2017 年 4 月 14 日付の
119ページにわたる中国語のパワーポイントでの報告
書「地下埋設管建設と非開削市場分析」の要約であ
る。筆者はこの分野での中国語にやや不慣れなため翻
訳の不適切な表現が含まれる場合もあるがご容赦願い
たい。
　パワーポイントの構成は4章にわたっており，
　　①国の地下埋設管の建設状況
　　②中国，およびアメリカの統計分析
　　③最新の注目技術，トピックス
　　④第35回国際非開削技術会議および展示会
　となっている。

中国の地下埋設管の建設状況2 .
　中国の地下埋設管には，①地方自治体管理埋設管と
②幹線パイプラインの2種類がある。①地方自治体管
理埋設管は，下水管，上水道管，ガス管，熱導管の4
種類あり，幹線パイプラインには主に石油や天然ガス
の長距離輸送パイプラインがある。特に近年，都市部
での人口増加やエリア拡張に伴い，地下埋設管の建設
実績は飛躍的に増加しており1980年比で28倍以上と
なっている。中でも中国西部の新疆ウイグル地区等に
集中するガス田から北京，上海などの東部の需要地に
天然ガスを輸送する”西気東輸”などの天然ガス輸送
のパイプラインが完成して以来，都市部での天然ガス
転換作業が進展し，この10年間の都市部での天然ガ
スのパイプライン建設は急増し，総パイプライン延長
は，急速に伸びている。
　地方自治体によるパイプライン建設は飛躍的に伸び

てきたものの，都市部での社会インフラ建設全体の中
では，遅れており，中国の住宅部門調査統計では，最
近の自治体管理パイプライン建設管理に関して，下記
の4点を指摘している。
　　①普及の遅れ（総延長，密度，1人当たり）
　　②パイプライン網の老朽化（50年以上の経年管

約6.2%：深刻な顕在化，潜在化漏えい）
　　③劣化管材（ネズミ鋳鉄管50%以上：腐食しや

すく，低強度）
　　④過負荷操業（断水トラブルや管破裂の増加）
　①の普及の遅れに関して言えば，下水道の普及を1
例としてみても，他の欧米先進国より，パイプライン
密度が，1人当たりのパイプライン延長などで遅れて
いる。
　②のパイプライン網の老朽化については，調査統計
では中国が1980年以前に敷設したパイプラインは約 
18 .2万km（内訳：下水管5.8万km，上水供給管9.7
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表−1　都市部でのパイプライン建設(2015年の統計)

図−1　年度別中国全土都市部ガス供給管設置延長
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万km，ガス管2.4万km，熱導管0.3万km）にのぼり，
既に耐用年数が過ぎ，事故が頻発している。上水供給
管（水道管）における平均漏水率は約24%で欧州の
7%比較してもはるかに大きく，毎年漏水量は100億
m3 に達している。南北送水プロジェクトの平均送水
量と比較しても，下水管の老朽化（スケーリングや接
続部の亀裂など）も進んでおり，汚水の滲出，漏水な
どが発生し，都市部の地下水汚染や周辺環境汚染は非
常に深刻となっている。ガスパイプラインでは腐食や
接続部の亀裂等によりガス漏洩やガス爆発なども発生
し市民の生命・財産に脅威を与えている。

　③配管材料の劣化による不具合については，上水管
では，8万5,000km以上に不具合があり，ネズミ鋳鉄
管での漏水が最も多く全体の50%以上を占めている。
　過負荷操業については，中国では急速な発展に伴い，
一部の都市では，上水導管の建設時期が異なる違うエ
リアを共通で給水している場合，様々な管材が混合し
て使用されているケースが発生し，標準使用圧の低い
管での超負荷操業により，④管破裂事故も多発してい
る。また，都市部の人口密集地や水道管径が小さい場
合など利用ピーク時には，供給能力不足となり断水が

発生している。一部の都市では，新水源建設や地下水
源から地表の水源へ変更したケースは，圧力損失を補
完するためパイプライン網の水圧が設計基準を超え高
めることがあり，使用中の配管の破損や，パイプライ
ン網の漏えい量増加の原因となっている。雨水・下水
合流管では，降雨時，排水量が増加し，下水の溢流が
発生するほか，下水処理場での処理プロセスの負荷に
多大な打撃を与える事例も発生している。

中国の長距離石油・ガス幹線建設状況3 .
　2015年初現在,中国の石油・ガスパイプラインは既
に累積約10.87万km（内訳： 石油4.47万km，ガス6.40
万km）建設されている。最初に形成されたのは中国
東北部の大慶油田や渤海油田から南の中国深圳，東莞，
広州などの珠江デルタ地区を結ぶ“北油南運”と，中
国西北，青海格尔木や西南地区の西藏拉 の油田と東
南部の珠江デルタ地区を結ぶ“西油東進”の石油パイ
プラインであり，天然ガスは中国西部のタリム盆地，

表−2　中国と先進国の下水管普及比較

表−3　管材料劣化による上水管の不具合

写真−1　様々なパイプライン関連事故

図−2　中国の原油パイプライン網
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四川盆地，オルドス盆地のガス田から上海を結ぶ“西
気東輸”や東シナ海海底ガス田から上海や珠江デルタ
地区等の沿海の需要地に送る“海気登陸”の天然ガス
パイプラインである。それ以降もさまざまな石油・ガ
スの幹線パイプラインが急ピッチで建設されている。
更に天然ガスパイプライン網は整備化が進んでおり 
表−4に示すような4つの幹線が新たに建設されつつ
ある。

城郷建設：地方都市・町村建設について4 .
　これまで述べてきたのは主要な全国656都市（4直
轄自治体，291の県レベルの都市，361の郡レベルの
都市）のみで，現在，中国では，地方都市・町村の
整備を含めた『「十百千万」都市システムの構築：10
の国家主要都市，100の特別都市，1,000の中小都市，
10,000の特別町村を建設する計画』が立案されている。
　上水，下水，ガス，熱導管4大パイプライン整備の
ほか，電力ケーブルや通信・TV・インターネットの3種
混合の地中ケーブルの敷設計画も進んでおり，これら
の整備に非開削工法の活用が大いに期待されている。

第14回
中国HDD（水平掘削）調査について5 .

　2016年は，世界経済成長の停滞，需要縮小により，
建設機械全体に景気低迷が続いていたにもかかわら
ず，水平方向掘削リグ・機械製造業界は，メーカーご
とに増減はあるものの，業界全体では逆に成長を示し
た。第14次中国国内水平掘削リグ・機械統計によると，
2016年は17社の水平掘削リグ・機械メーカーは1900
台の掘削リグを販売し対前年比257台増，対前年比
15 .6%増となっている。最新のリグ販売のうち，輸出
は542台で販売総数のうち28 .5%を占めている。主要
な輸出国は東南アジア（主にインドとマレーシアのほ
か，CIS（ウクライナ，トルクメニスタン等）諸国に
輸出されている。2016年末までの，中国国内の水平
方向掘削リグの保有台数は17 ,038台。（輸入リグ基数
を含む）なお，アメリカの新規増加リグ数は2415台，
累積保有リグ数は44 ,861台となっており，中国はア
メリカに対して新規販売数では78%に迫っている。
　新規増加掘削リグ1,900台の型式分布を分析すると， 
特大型は，65台（3.7%），大型は152台（8.0%），中
型は1,273台（67%），小型は410台（21 .6%）で，こ
の10年間で，中型が大きく伸び，大型や特大型も着
実にシェアが伸ばし，中国全体で埋設管の工事がより
大型化していることを物語っている。メーカー別に見
れば，2016年度の1,900台のうちトップ10の企業で
1789台（94 .1%），うちトップ3で1,156台（60 .8%），
トップ企業は462台（24 .3%）を販売しており，規模
の変遷はあるもののメーカーシェアはあまり変化はな
く，着実に販売は増加している。

図−3　中国の天然ガスパイプライン網

表−4　中国の建設中の４大天然ガスパイプライン網

表−5　中国の全国都市・地方都市整備計画
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最近の10大イノベーションとトピックス6 .
　中国の最近の10大イノベーション技術は，①独立
式HDD掘進機②ナビゲ―ションシステム③HDD交
差結合工法④曲線推進工法⑤直接パイプ敷設法⑥原位
置硬化法CIPP⑦管内監視 CCTV⑧分岐管修復⑨溶接

（溶着）可能PVC管⑩スラリー処理及び地層改良の導
入である。また，最近の10大注目トピックスは，①
岩盤層掘削機押しぬき機器②同時拡孔技術③高速プル
バックジョイント④後退可能掘進機⑤異形推進機（矩
形等）⑥紫外線原位置硬化 ⑦地中探索レーダー⑧旋
回風式管路清掃技術⑨大気汚染（微小粒子状物質　
PM2.5等）に伴う地中熱開発の進展⑩官民パートナー
シップ であり，中国メーカーによる技術開発や，欧
米との合弁なども進んでいる。紙面の関係であまり紹
介できないが，中国でも，これらのイノベーション技
術などが急速に採用され，推進工法は，長距離化，大
口径化が進んでいる。また，PM2.5対策から地中熱
利用も進んでおり，ドイツTT社，Herrenknecht社，
BAUER社のほかアメリカVermeer社などにより，中
国でも本格的な地中熱利用開発が進んでいる。

最後に7 .
　中国では，石油天然ガスの幹線パイプライン工事や
それに伴う都市部でのガス管敷設のほか，下水，上水
などのパイプライン工事もまだまだ必要で，非開削工
法関連技術は今後ともますます普及していく重要技術
であり，この分野のさらなる技術進展を期待して要約
としたい。

表−6　水平方向掘削機貫通記録

表−7　中国での地熱開発状況

図−4　中国のHDD掘進機の規模別シェアの推移
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